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要 旨  
 
本 研 究 では、コミュニケーションにおける笑 いの機 能 を、音 声 の笑 い、表 情 の笑 いの両 面

から明 らかにすることを目 的 とする。 
20 代 ・同 性 ・日 本 語 母 語 話 者 どうしの男 女 ペア 6 組 (女 性 3 組 、男 性 3 組 )の 10 分 間

の自 然 会 話 の録 音 録 画 したものをデータとして使 用 した。 
笑 いを音 声 の笑 いと表 情 の笑 いに分 け、早 川 (2000a)を基 に、話 題 の領 域 が自 己 の領

域 、相 手 の領 域 、両 者 の領 域 のどの領 域 に当 てはまるかに着 目 し分析を行った。その結果、

音声の笑いでは 7 項目、表情の笑いでは 6 項目の新しい笑いの機能を発見した。 
音声の笑いから説明する。まず、早川 (2000a)の「A：仲間づくりの笑い」では、自己領域の

「A-1：共有期待の笑い」、相手領域の「A-2：共有表明の笑い」、両者の領域の「A-3：共通認識確

認の笑い」の 3 項目であったが、新たに自己領域の「A’-2：共有表明の笑い」、相手領域の「A’-3：

共有期待の笑い」の 2 項目を発見した。次に、早川の「B：バランスの笑い」では自己領域の「B-1：

恥・照れによる笑い」、相手領域の「B-2：厚かましさによる笑い」、「B-3：礼儀的笑い」の 3 項目であ

ったが、自己の領域の「B’-2：深刻な話題を緩和させる笑い」と、「B’-3：自慢を和らげる笑い」の、2
項目を発見した。そして、早川の「C：覆い隠すための笑い」では、自己領域の「C-1：ごまかしの笑

い」と「C-2：とりあえずの笑い」の 2 項目であったが、相手の領域を設定し、「C’-3：ごまかしの笑い」

「C’-4：とりあえずの笑い」の 2 項目を発見した。最後に、「D：個人内コミュニケーションの笑い」とい

う、相手の有無にかかわらず、自己の内に原因がある笑いや、その後の会話の展開上で笑いの機

能が果たされていないと感じられるものを発見した。 
表情の笑いでは、音声の笑いで新たに発見した機能、「B’-2：深刻な話題を緩和させる笑い」が

見られなかった。出現数でみると、音声の笑いよりも、表情の笑いの方が圧倒的に多く見られるが、

機能は出現数の少ない音声の方が多様であることが分かった。 
 また、同じ笑いで別の機能を同時に果たす機能同士の繋がりでは、音声の笑いは女性ペアの方

が機能同士の繋がりが強く、表情では男性ペアの方が機能同士の繋がりが強いことが分かった。

音声・表情・女性・男性共に、「A’-1：共有期待の笑い」と「B’-1：恥・照れによる笑い」の繋がりが強

かった。ここから、自己のプライベートは失敗談など、恥ずかしい事柄を笑い話と披露し、仲間意識

を強めるという機能が多用されることが分かった。 
 今後の課題としては、笑いの機能をラベル付けする際には、意図と機能を同時にラベル付けする

ことと、笑いとターン、バックチャンネルについて明らかにすること、領域の分け方を検討することの

3 点が挙げられる。 
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